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2. 単クローン抗体の作製:培養大腸癌細胞 2.0 X 10 7個/匹を用いてBalb/、マウスに 3 週間の間隔で
2 回の免疫を行った。追加免疫後 3 日目に，このマウスの牌臓より採取したリンパ球と， Balb/c マウ






は， Ion Exchange Chromatographyを用いて行った。
3. 酵素抗体法:担癌および非担癌のWF系ラットの各臓器， ln VIVOで、継代維持している可移植性大腸
癌，胃癌，子宮体部癌および、繊毛膜癌をZamboni固定し， paraffin sectionを作った。また， in vitro で





4. 電顕酵素抗体法:培養大腸癌細胞を浮遊状態のまま ABC法で染色し， 2 %glutaraldehydeおよび 2
猪OS04で、固定後，脱水・包埋した。電顕的観察では，細胞膜表面に高いelectron densi tyを有する微細
頼粒が認められた。
(総括)
近年，我国において増加傾向にあるヒ卜大腸癌に関して，特異的単クローン抗体を用いた研究の報告
が散見されるが，未だ充分な検索は行われていない。他方，実験動物の自然発生消化器癌は極めて稀で
あり，これに対する単クローン抗体の研究も極めて不充分である。今回の実験では， WF系ラットの自
然発生大腸癌の培養系を確立し，この培養細胞を用いて， WF系ラットの大腸癌に特異的な単クローン
抗体を作製した口酵素抗体法 lとより， WF系ラットの種々の臓器・組織を検索し，この抗体が大腸癌に
特異的であることを確認した。さらに，電顕酵素抗体法により，この抗体が大腸癌細胞の細胞膜にのみ
結合することを確認した。
論文の審査結果の要旨
本学病理学教室で維持されている自然発生大腸癌好発Wistar-Furth系ラットの大腸癌細胞の特異性
研究のーっとして，可移植性とした大腸癌組織より培養細胞系を確立し，この培養細胞を用いて単クロ
ーン抗体を作製した。この単クローン抗体の抗原局在性は，自然発生大腸癌細胞，その可移植性細胞及
び培養細胞の細胞膜表面により，他め検討した臓器組織の細胞にはみられなかったほどの特異性をもつ
ものがえられた。その結果 この自然発生大腸癌の研究に寄与する有力な手がかりをえたものであると
考える。
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